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１． 登
とう

下校
げ こ う

について 

（１） 午前
ご ぜ ん

８時
 じ

５分
  ふん

～２０分
ふん

の間
あいだ

に、登校
とうこう

しましょう。 

（２） 登
とう

下校
げ こ う

のとちゅうで、忘れ物
わ す  も の

を取り
と  

に帰ったり
かえ      

、買い物
か   も の

をしたりしてはいけません。 

（３） 放課後
ほうかご

忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに来
く

る場合
ばあい

は、子
こ

どもだけで学校
がっこう

に来
き

てはいけません。        

必
かなら

ず保護者
ほごしゃ

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に来
き

ましょう。 

（４） 下校
げ こ う

時刻
じ こ く

は、４時
じ

３０分
ふん

です。ただし先生
せんせい

たちの会議
か い ぎ

が放課後
ほ う か ご

にあるときには、学校
がっこう

に残れません
のこ        

。すぐ下校
げ こ う

しましょう。 

 

２． 服装
ふくそう

・持ち物
も  も の

について 

（１） 登
とう

下校
げ こ う

の時
とき

は、寒
さむ

い時
とき

にはまず 標準
ひょうじゅん

服
ふく

の上着
うわぎ

を着
き

ます。それでも寒
さむ

い時
とき

にはセータ

ー、カーディガン、ベストを上着
うわぎ

の下
した

に着
き

込
こ

みましょう。それでも寒
さむ

いときには、上着
う わ ぎ

の上
うえ

にジャンバー等
とう

を着
き

ましょう(登
とう

下校
げ こ う

時
じ

のみ)。ジャンバーや中
なか

に着
き

るセーター、

カーディガン、ベストは、黒
くろ

や紺
こん

、グレーの物
もの

にしましょう。セーター、カーディガンの

みでの登
とう

下校
げ こ う

は禁止
き ん し

です(ベストは OKです)。 

（２） 登下校
とうげこう

のときに手
て

ぶくろ、マフラー、イヤーマフ(大
おお

きすぎないもの、標 準 帽
ひょうじゅんぼう

をかぶ

ることができるもの)をつけてもかまいません。ただし、登校
とうこう

したらすぐにロッカーに

しまい、学校
がっこう

にいる間
あいだ

は使
つか

いません。 

（３） 寒
さむ

いときは長
なが

ズボンやレギンス、タイツをはいてきてもかまいませんが、黒
くろ

や紺
こん

、グレーの

物
もの

にしましょう。(長
なが

ズボンのときは、標準服
ひょうじゅんふく

スカートやズボンをはきません。) 

（４） 体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

では、長
なが

ズボンやタイツをはいたり、上着
うわぎ

などを着
き

たりして運動
うんどう

しては

いけません。寒
さむ

い場合
ばあい

は長袖
ながそで

の体操
たいそう

服
ふく

を着
き

ましょう。 

（５） 携帯
けいたい

カイロは、基本的
きほんてき

には持
も

ってきてはいけません。ただし、どうしても必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は連絡帳
れんらくちょう

で担任
たんにん

の先生
せんせい

に伝
つた

えましょう。 

（６） 名札
な ふ だ

やランドセルには、必要
ひつよう

のないシールをはったりキーホルダーをつけたりしない

ようにしましょう。 

 

３． 校外
こうがい

での安全
あんぜん

について 

（１） 暗
くら

くなる５時ごろまでには家
いえ

に帰
かえ

りましょう。万
まん

が一
いち

危険
き け ん

を感じたら
かん     

、すぐ近く
ちか  

の

大人
お と な

の人
ひと

に助け
たす   

を求めましょう
もと         

。（校区
こ う く

にある『こども１１０番
     ばん

』の家
いえ

がある場所
ば し ょ

を

しっかりと覚えて
おぼ    

おきましょう。） 

（２） 交通
こうつう

ルールを守
まも

り、安全
あんぜん

に過
す

ごしましょう。 

（３） 校区
こうく

外
がい

には子
こ

どもだけで行
い

ってはいけません。 

冬
ふゆ

が近
ちか

づいてきました。寒
さむ

さに負
ま

けない元気
げんき

な体
からだ

をつくり、楽
たの

しい学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

れ

るように、次
つぎ

のきまりを守
まも

りましょう。 


